






Cn Pva1uation of 8treets for pedestrian Way 
Yoshiaki H亡、NDA*
(Received Jan.30，1980) 
The rapid increase of motor traffic in七ownshas 
been accompanied by a sharp de七eriora七ionin standards 
of environmen七.工nthis reoor七， eva1uation of s七reets
are taken七op1an七hepedes七rianway. A七 firs七，
traffic f10w surveys (pedes七riantraffic and vehicu1ar 
七raffic) are carried out for the s七udyarea in Fukui 
city. Second1y， by using factor ana1ysis and c1us七er
ana1ysis 105 1inks of the study area are eva1ua七ed.
At七heresu1七 ofeva1uation七hreea1terna七ivesare 










































































指 標 名 単 位 備 考










道 路 巾 員 m 
路外駐車場許容車数 台'1m 路外駐車場許容台数/リンク長
道 路 面 積 m2 リンク長×道路巾員
〉ド 1 官公署，文教，厚生施設を含む
水 2 午前 7時~午後 7時の12時間








3 2 3 4 5 因子
図-3 因子寄与率および累積和
表-2 因子負荷量
No. 指 標 名 第 1因子 第 2因子 第 3因子 第 4因子 第 5因子
リ ン ク 長 -0.218 0.019 * 0.944 0.017 0.005 
2 商業施設率 本0.548 -0.315 -0.268 0.041 0.122 
3 業務施設率 -0.062 木0.527 -0.081 -0.089 -0.042 
4 歩行者交通量 本0.640 0.370 -0.122 0.031 一0.331
5 自転車交通量 * 0.887 0.151 -0.020 -0.036 -0.172 
6 子供歩行率 -0.191 -0.467 -0.028 *本一0.721 0.119 
7 学生歩行率 0.066 -0.306 0.109 *乱858 0.021 
8 男性歩行率 0.158 米0.935 0.052 0.020 0.109 
9 女性歩行率 -0.099 本牢-0.886 -0.111 -0.052 一0.172
10 自動車交通量 本仏881 乱090 0.064 0.072 -0.049 
11 道 路 巾 員 本0.847 -0.053 0.133 0.238 0.020 
12 路外駐車場許容台数 -0.142 0.164 0.002 -0.045 *0.897 
13 道 路 面 積 0.220 一0.005 本0.953 0.124 乱020
因子寄与率 27.7 18.6 15.5 8.6 7.0 
累積因子寄与率 27.7 46.3 61.8 70.4 77.4 




















図-4(a) 第 1因子の得点 図-4 (b) 第 2因子の得点
図-4 (c) 第4因子の得点 図-4但) 第5因子の得点




(図 4(a) ) つぎに，業務的男性的リンク因子(第 2因子)の高いのは，市道69，69-1号線であ
る(図 4(b)) 0 また，学生的リンクとしては，呉服町通りが高い得点、を示しており，ついで，市
道72号線が高くなっている(図4(c) ) 0 また，第5因子の高いリンクは，歩行者道化の際，特別























(1) 本多義明:街路による地区の分断性向に関する考察，都市計画 107号，昭和54年 5月
{2l 福井市:n固化・春山地区歩行者用道路調査報告書，昭和53年 5月
